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この論文は， (1)天然及び不純物をドープした炭酸カルシウム (CaC03) 中の放射線誘起ラジカルのキャラクタリ
ゼーション， (2) E8R を使った年代測定と放射線線量測定について述べている。
アラゴナイトサンゴをE8R で低温測定すると，年代測定に使われる isotropic な g =2.0007 の信号は， 200K以下で
見えなくなり，代わりに orthorombic な C02 一信号が現れる。また g=2.0007 の信号に関して， 200Kから 220K まで，
motional narrowing によると思われる線幅の減少が認められた。一方，アニーリング実験では， g=2.0007 信号がア
ニールされる 140-1600C で，試料からの水の放出があり，水を含んでいる試料しか g=2.0007 信号は出現しなかった。
以上のことから，この信号は，水と関連した rotating CO 2 -ラジカルであると考えられる。
803 2ーをドープした CaC03 中で， 4種の信号ーカルサイト中 (gl=2.0038 ， gll=2.0024, A (338) =13.2mT)，ア
ラゴナイト中 (gl=2. 0024, g2 =2.0038, g3 =2.0025, A (338) = 11.4mT) , (g=2.0034) (g=2.0060)ーの強度が，
803 2一濃度とともに増加する O これらの信号は，サンゴ，貝殻化石中にも検出され，各々 ， 803 -, 803 -, 803 -, 8 
02 ラジカルによると考えられる。




A Q 3 +, 8c 3 +, Y 3 .._イオンをドープすると，水と関係した isotropic CO 2 -の生成が強められる。これは， M 3 + イオ
ンとともに結品に入り込んだ水分子の影響かもしれな L、。一方，鉄イオンは， C02-- , 803-(g=2.0038 , g=2.0024) 
の生成を抑制する。これは，鉄の価数変化によるものと考えられる。
浜名湖の員殻化石と，ドアラ洞窟の歯，骨化石の E8R 年代測定を C02 ーラジカルを使って行った。員殻化石では，
高いマイクロ波領域を使用し，試料の適用範囲を広げた。歯，骨では，末破壊の状態で測定できることを示している。








甲斐綾子氏の論文は，不純物を添加した合成 CaC0 3 に放射線を照射し，その ESR信号を天然鉱物や化石(サン
ゴ，員)の信号と比較することにより， 80 3 - , C02 一， 802 による信号と同定した。またこれらの信号を年代測
定や古環境の評価，さらに原爆放射線の評価にも用いたもので，博士(理学)論文として十分な価値があると認める。
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